
大村市議会だより

Ａ 
地
方
都
市
で
理
想
的
な
人
口
形
態

は
10
万
人
が
一
つ
の
目
安
だ
と

思
っ
て
い
る
。
現
在
、
本
市
の
人
口
は

約
９
万
４
，
０
０
０
人
に
な
っ
て
お
り
、

簡
単
に
こ
の
躍
進
の
勢
い
は
と
ま
ら
な

い
、
ま
た
、
と
め
て
は
い
け
な
い
と
思
っ

て
お
り
、
右
肩
上
が
り
に
伸
ば
す
必
要

が
あ
る
。
交
流
人
口
等
も
大
事
で
は
あ

る
が
、
定
住
人
口
が
よ
り
大
事
だ
と
思
っ

て
い
る
た
め
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
10
万

都
市
の
実
現
を
明
記
す
る
。

投
票
証
明
書
を
発
行
せ
よ
！

北
村　

貴
寿　

議
員

Ｑ 

４
月
の
地
方
統
一
選
の
投
票
率
は
、

戦
後
最
低
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

手
法
で
は
効
果
が
な
い
の
は
明
ら
か
だ
。

市
民
の
政
治
へ
の
参
加
を
促
す
た
め
に

は
、
新
し
い
手
法
が
必
要
で
あ
る
。
投

票
証
明
書
を
提
示
す
る
と
商
店
街
等
で

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
「
セ

ン
キ
ョ
割
」
と
い
う
手
法
が
広
が
っ
て

い
る
。
以
前
に
発
行
し
な
い
と
決
め
た

と
の
こ
と
だ
が
、
再
度
、
市
民
や
学
生
、

商
店
街
と
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ 

投
票
証
明
書
を
活
用
し
た
投
票
率

低
下
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
本

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
の
検
討
に
加
え
、

県
下
各
市
町
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会

総
会
等
に
お
い
て
も
提
案
し
、
検
討
し

た
い
。

国
政
・
地
方
選
挙
の

　

投
票
率
向
上
対
策
に
つ
い
て

水
上　

享　

議
員

Ｑ 

直
近
の
各
種
選
挙
に
お
い
て
、
投

票
率
は
戦
後
最
低
と
な
っ
て
い
る
。

年
代
別
の
投
票
率
を
公
表
し
、
啓
発
を

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
選
挙
権
に
つ

い
て
は
、
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ

る
た
め
、
若
者
の
投
票
率
ア
ッ
プ
に
向

け
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
ら
れ
る
の

か
。Ａ 

投
票
率
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
任
せ
に
せ
ず
、
原

因
を
追
求
し
、
投
票
率
ア
ッ
プ
の
方
法

に
つ
い
て
、
若
手
職
員
を
中
心
に
意
見

を
戦
わ
せ
て
、出
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

地
域
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
を
中
心

に
投
票
率
向
上
の
運
動
を
展
開
し
て
い

け
る
よ
う
誘
導
し
た
い
。
ま
た
、
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
け
る
若
者
の
投
票
率

向
上
対
策
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
に

お
け
る
選
挙
の
出
前
講
座
や
模
擬
投
票

な
ど
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

大
村
市
全
体
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

園
田　

裕
史　

議
員

Ｑ 

新
幹
線
駅
前
へ
の
市
庁
舎
移
転
に

つ
い
て
、
限
ら
れ
た
財
源
で
新
築

移
転
を
可
能
と
す
る
新
し
い
Ｐ注

６

Ｆ
Ｉ
と

し
て
、
商
業
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

の
民
間
企
業
と
連
携
し
た
市
庁
舎
建
設

を
研
究
す
べ
き
で
あ
る
。
新
幹
線
駅
前

も
含
め
た
立
地
適
正
化
計
画
に
よ
り
、

資
産
運
用
の
あ
り
方
を
全
市
的
に
進
め
、

効
率
的
な
公
共
施
設
の
再
整
備
を
進
め

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

Ａ 

公
共
施
設
の
再
整
備
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
タ
イ
プ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
建
て

ら
れ
た
豊
島
区
役
所
庁
舎
の
建
設
計
画

の
段
階
か
ら
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
研
究
し
て
き
た
。
都
市
経
営
に

お
い
て
、
市
庁
舎
の
建
設
場
所
等
は
市

民
の
幸
せ
や
大
村
市
の
活
性
化
に
と
っ

て
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
新
幹
線
駅
前

の
ろ
う
学
校
跡
地
を
市
庁
舎
建
設
の
候

補
地
の
１
つ
と
し
て
検
討
す
る
余
地
は

十
分
に
あ
る
。

行
政
の
あ
り
方
を
問
う

中
瀬　

昭
隆　

議
員

Ｑ 

こ
れ
ま
で
市
政
一
般
質
問
で
取
り

上
げ
て
い
る
市
南
部
の
消
防
分
団

の
不
祥
事
に
つ
い
て
、
全
貌
を
説
明
い

た
だ
き
た
い
。
公
金
の
意
味
や
取
り
扱

い
、
後
援
会
費
等
に
対
す
る
市
の
監
督

責
任
、
職
務
報
酬
や
後
援
会
費
の
使
途

に
つ
い
て
も
実
態
に
沿
っ
た
検
討
を
す

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
分
団
員
に
対
す

る
処
分
の
不
手
際
や
謝
罪
内
容
の
開
示

も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
横
山
頭
の
地

縁
団
体
に
つ
い
て
も
、
同
じ
答
弁
の
繰

り
返
し
で
は
な
く
、
潔
く
市
の
間
違
い

を
認
め
、
本
来
の
形
で
解
決
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ａ 

市
の
行
政
指
導
や
監
督
に
誤
り
が

あ
っ
た
場
合
の
対
処
に
つ
い
て
は
、

個
別
具
体
的
な
例
を
一
般
論
と
し
て
回

答
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、

横
山
頭
の
地
縁
団
体
の
認
可
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
ど
お
り
、
認
可
は
間
違
っ

た
行
為
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

注
６
：
公
共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営
等
に
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
及
び
技
術
的
能
力
を
活
用
す
る
手
法
。
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